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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 21日 (2006.8.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 内 周 面 に 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 筒 形 雌 ね じ 体 か ら な る ス タ ッ ド 材 を 金
属 製 板 状 母 材 の 表 面 に 固 定 す る た め の ス タ ッ ド 溶 接 に よ る 部 材 接 合 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 筒 形 ス タ ッ ド 材 の 基 端 側 開 口 端 部 に 前 記 板 状 母 材 の 表 面 に 向 か っ て 鋭 角 状 に 突 出 す
る 接 合 用 突 部 を 一 体 形 成 し 、 こ の 接 合 用 突 部 を 介 し て ス タ ッ ド 材 を 前 記 板 状 母 材 に 突 き 付
け 状 に 配 置 し た 状 態 で ス タ ッ ド 溶 接 を 行 う こ と を 特 徴 と す る ス タ ッ ド 溶 接 に よ る 部 材 接 合
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 接 合 用 突 部 の 内 周 面 が 外 周 面 と 交 差 す る 突 出 角 度 が ２ ０ ° 以 下 に 設 定
さ れ て な る 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ッ ド 溶 接 に よ る 部 材 接 合 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ス タ ッ ド 溶 接 に よ る 部 材 接 合 方 法 を 含 む カ ー
テ ン ウ ォ ー ル の 製 造 方 法 。

内 周 面 に 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 筒 形 雌 ね じ 体 か ら な り 、 金 属 製 板 状 母
材 の 表 面 に 固 定 さ れ る ス タ ッ ド 溶 接 用 ス タ ッ ド 材 で あ っ て 、

基 端 側 開 口 端 部 に 前 記 板 状 母 材 の 表 面 に 向 か っ て 鋭 角 状 に 突 出 す る 接 合 用 突 部 が 一 体 形
成 さ れ て お り 、 こ の 接 合 用 突 部 を 介 し て 前 記 板 状 母 材 に 突 き 付 け 状 に 配 置 さ れ た 状 態 で ス
タ ッ ド 溶 接 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る ス タ ッ ド 溶 接 用 ス タ ッ ド 材 。

接 合 用 突 部 の 内 周 面 が 外 周 面 と 交 差 す る 突 出 角 度 が ２ ０ ° 以 下 に 設 定
さ れ て な る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス タ ッ ド 溶 接 用 ス タ ッ ド 材 。

ア ル ミ ニ ウ ム 製 で あ る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の ス タ ッ ド 溶 接 用 ス タ ッ
ド 材 。



【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 ス タ ッ ド 溶 接 に よ る 接 合 体 と し て 、 例 え ば 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ ニ ウ ム も し く は
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 （ 以 下 、 ア ル ミ ニ ウ ム と い う ） よ う な 金 属 製 板 状 母 材 １ ０ １ に 対 し て
、 雌 ね じ 体 か ら な る ス タ ッ ド 材 １ ０ ２ を 接 合 固 定 し た も の が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の ス タ ッ ド 材 ２ の 基 端 部 ２ ｂ の 開 口 端 に は 、 板 状 母 材 １ の 表 面 に 向 か っ て 鋭 角 状 に 突
出 す る 接 合 用 突 部 ５ が 全 周 に 一 体 形 成 さ れ て い る 。 こ の 接 合 用 突 部 ５ は 、 具 体 的 に は 、 図
２ に 明 瞭 に 示 す よ う に 、 そ の 突 出 長 が １ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 ス タ ッ ド 材 ２ の 基 端 部 ２ ｂ の
開 口 端 か ら 先 端 に 至 る に つ れ て 、 内 径 が 一 次 関 数 的 に 漸 次 増 大 す る 傾 斜 内 周 面 ５ ａ を 有 す
る 断 面 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 傾 斜 内 周 面 ５ ａ が 外 周 面 ５ ｂ と 交 差 す る 突 出 角 度
θ は 、 好 ま し く は ２ ０ ° 以 下 、 特 に １ ０ ° 以 下 に 設 定 さ れ る の が 良 い 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 上 記 表 １ か ら 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 強 度 も 高 く 、 筒 形 雌 ね じ 体 を 板 状 母 材 に 接 合 固
定 す る こ と が で き 、 そ の 場 合 に 、 板 状 母 材 の 接 合 反 対 面 に 窪 み が 生 じ た り 、 母 材 の 接 合 部
が 接 合 面 側 へ 段 差 状 に 変 形 す る の を 防 止 も し く は 軽 減 す る こ と が 確 認 で き た 。 特 に 、 接 合
用 突 部 の 角 度 θ を ２ ０ 度 以 下 に 設 定 し た 実 施 例 ２ 、 ３ 、 ４ の も の は 、 変 形 量 が 少 な く 、 接
合 強 度 も 優 れ て い る こ と が わ か る 。
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